
令和３年度 第 8回理事会

日 時：令和３年１１月１２日（金）１５：３０～ 

場 所：特別会議室（つくば市）、テレビ会議（川崎市） 

Ⅰ．議 題 

１．役員給与規程の一部改正について（案） 

２．一般社団法人日本ウッドデザイン協会への入会等について（非公表） 

Ⅱ．報 告 

１．令和３年度賃金等改定交渉について（非公表） 

２．（国研）森林研究・整備機構における新型コロナウイルス感染症対策について 

Ⅲ．その他 

１．今後の行事予定について 

２．主要行事 

３．令和３年１０月に森林総合研究所が広報した研究成果 



理 事 会 資 料

令 和 ３ 年 １ １ 月 １ ２ 日

役員給与規程の一部改正について（案）

ー令和３年１２月１日付けの改正ー

現時点で、国家公務員の給与改定の閣議決定は行われていないが、国に準じた期末特

別手当を（国研）森林機構役員給与規程に定める支給日に支給するため、閣議決定される

国家公務員の給与改定に準ずることを前提として、役員給与規程の一部を以下の内容で改

正することをお諮りしたい。

１ 改正内容

○ 期末特別手当の支給割合の引き下げ

期末特別手当の年間支給割合を０．１月分引き下げて３．１５月分とする。

２ 改正時期

閣議決定後
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理 事 会 資 料 

令和３年１１月１２日 

（国研）森林研究・整備機構 

新型コロナウイルス感染症対策実行本部 

（国研）森林研究・整備機構における新型コロナウイルス感染症対策について 

実行本部設置後、下記のとおりの対策を講じている。 

  記 

○令和２年２月２６日 新型コロナウイルス感染症対策実行本部を設置

・新型コロナウイルスの感染の拡大を受け、国立研究開発法人森林研究・整備機

構地震等緊急災害対策本部設置要領第２条の規定に基づき、国立研究開発法人

森林研究・整備機構地震等緊急災害対策本部（機構対策本部）を設置し、その

下に新型コロナウイルス感染症対策実行本部（実行本部）を設置。

○令和２年２月２７日 「新型コロナウイルスに係る感染予防対策について」を発出

・予防措置の徹底、感染の疑いがある場合の自宅待機、出張及び会議・イベント

開催・出席の制限、時差出勤の推進、感染した場合の報告等について周知。

○令和２年３月 ２日 「新型コロナウイルス感染症拡大防止において出勤すること

が著しく困難であると認められる場合の休暇の取扱いについ

て」を発出 

・学校等の臨時休業要請を踏まえ、出勤することが著しく困難であると認められ

る場合に特別休暇（出勤困難休暇）を適用することを周知。

○令和２年３月２４日 「新型コロナウイルスに係る感染予防対策及び特別休暇の取

扱いについて」を発出 

・令和２年２月２７日及び３月２日発出の取扱いについて、４月末日まで延長す

ることを周知。

○令和２年３月３１日 「新型コロナウイルス感染症患者（PCR 検査の結果「陽性」）

が発生した場合の対応マニュアル」を策定 
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   ・感染症患者が発生した場合のプレスリリース対応について、手順や確認事項等 

をマニュアル化。 

 

○令和２年４月８日～４月９日 

   ・緊急事態宣言を受け、機構として業務・事業を継続するための体制を決定し、

逐次実施。 

 

○令和２年４月１７日 「新型コロナウイルス感染症に係る感染予防対策への協力の

お願い－緊急事態宣言の対象が全国となったことを受けて－」

を発出 

   ・緊急事態宣言の対象が全国となったことを受けて、令和２年２月２７日発出の 

予防措置の徹底等を周知のほか、休日も含めた外出の自粛、家族を含めた健康 

管理等の徹底を依頼。 

 

○令和２年４月２４日 「新型コロナウイルスに係る感染予防対策について（更新）」

を発出 

   ・令和２年２月２７日発出及び３月２日発出の取扱いについて、当分の間、実施 

することを周知。 

 

○令和２年５月１３日 「新型コロナウイルスに係る感染予防対策について」の変更を

発出 

   ・帰国者・接触者相談センターへ相談する際の「症状の目安」が変更となったこ 

とを周知。 

 

○令和２年５月２７日 「新型コロナウイルス感染症に係る感染予防対策への協力の

お願い－緊急事態宣言が全国で解除となったことを受けて－」

を発出 

・緊急事態宣言は５月２５日に全国で解除されたが、令和２年２月２７日発出の 

予防措置の継続を依頼。（現在、役職員は、ほぼ通常どおり勤務。） 

 

○令和２年６月２４日 「新型コロナウイルスに係る感染予防対策について（更新）」

を発出 

   ・都道府県による催物（イベント等）の開催や施設の使用制限の段階的な緩和を

踏まえ、要件を満たす会議・イベントの開催、施設の使用が可能となることを

周知。 
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○令和２年６月３０日 「新型コロナウイルスに係る感染予防対策について」の変更を

発出 

   ・国内移動の自粛要請の解除を受けて、国内出張及び外部開催の会議の出席につ

いて、十分な感染リスク軽減措置を講じれば、承諾が不要となること等を周知。 

 

○令和２年８月２８日 理事長メッセージ 「新型コロナウイルスに立ち向かう職場

を目指して」を発出 

   ・多くの感染者確認を受け、安心して働ける職場を目指すことを訴えるとともに、 

    この実現のための協力を呼びかける理事長メッセージを発出。 

 

○令和２年９月４日 「新型コロナウイルス感染症患者（PCR 検査の結果「陽性」）が

発生した場合の対応マニュアル」（Ver．２）」を発出 

   ・感染症患者が発生した場合のプレスリリース対応について、個人情報保護等の 

観点から改正。 

 

○令和２年１１月１６日 「地域状況に応じた新型コロナウイルス感染防止対策のお

願い」を発出 

   ・地域状況に応じた感染防止対策を講じることを地方組織へ要請。 

 

○令和２年１１月１６日 「新型コロナウイルスに係る感染予防対策について」変更を   

発出 

   ・感染疑いのある場合の相談先が、「帰国者・接触者相談センター」から「各都

道府県が定める連絡先」となったことを受け、所用部分を改正。 

 

○令和２年１１月１６日 「新型コロナウイルス感染症患者（PCR検査の結果「陽性」）

が発生した場合の対応マニュアル」（Ver．３）」を発出 

   ・感染疑いのある場合の相談先が、「帰国者・接触者相談センター」から「各都 

道府県が定める連絡先」となったことを受けて、所用部分を改正。 

 

○令和３年１月８日 

・緊急事態宣言を受け、機構として自宅勤務を可能な限り行うこと等を実施。 

 

○令和３年２月１日 「新型コロナウイルス感染症患者（PCR検査の結果「陽性」）が 

発生した場合の対応マニュアル」（Ver．４）」を発出 

・感染症患者が発生した場合の公表方法について、Web サイト掲載を基本とする

ことに改正。 

34



○令和３年６月２１日 「国立研究開発法人森林研究・整備機構職員の在宅勤務規程」

を制定  

   ・ワークライフバランスの実現とともに、新型コロナウイルス感染症拡大防止と 

業務継続の両立に資するため、在宅勤務制度を導入。 

 

○令和３年８月３日 「新型コロナウイルス感染症に係る感染防止対策について 

ー７月中旬以降の感染急拡大を受けてー」を発出 

・７月中旬以降の感染急拡大を受けて、感染防止対策の徹底、在宅勤務の促進等

を周知。 

 

○令和３年１０月１日 「新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣言等の解除後

における取組について」を発出 

・緊急事態宣言等は、９月３０日をもって全国で解除されたが、令和２年２月

２７日発出の予防措置の実行とともに、在宅勤務を可能とする条件整備・工夫

の継続を依頼。 

 

○令和３年１０月１３日「新型コロナウイルスに係る感染予防対策について」の変更を

発出 

・海外出張について、出張の妥当性を精査し、十分な感染リスク軽減措置を講

じた上で再開することとした。 

 

○令和３年１０月２２日「新型コロナウイルス感染症患者（PCR検査等の結果「陽性」）

が発生した場合の対応マニュアル」の変更を発出 

・感染の有無を判断する検査として PCR検査だけでなく抗原検査等を追加する

ための改正を実施。 

 

35



令和 3 年 11 月理事会資料 

国 立 研 究 開 発 法 人 

森 林 研 究 ・ 整 備 機 構 

今後の行事予定について 

会議については、新型コロナウイルス感染拡大状況により時期および開催手法が変更となる場合がある 

日  付 
研
究

整
備

保
険

行 事 名 等 場 所 等 

11月12日 ○ 材料・空間の感性・快適性評価に関する産学連携セミナー 
森林総合研究所 

(オンライン開催)

11月15日

～26日 
○ 林野庁中央展示「森林気象害と森林保険」 林野庁 

11月16日

～17日 
○ 地域再生シンポジウム2021 in 飛騨 

飛騨市文化交流センタ

ー 

11月18日

～19日 
○ ○ ○ 

第2回機構会議 支所長・育種場長・整備局長等会議（合同

開催） 
森林総合研究所 

11月24日

～26日 
○ アグリビジネス創出フェア2021 東京ビッグサイト 

12月1日 ○ 

令和3年度四国支所公開講演会 

「四国の森のつくりかた －森をはぐくむ土と水－」

（YouTubeによる動画配信） 

森林総研四国支所 

（オンライン開催）

12月3日 ○ ○ ○ 第9回理事会 森林整備センター 
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月　　日 行　事　内　容 出　席　者

１０月８日（金） 【共】第７回理事会

１１日（月） 林業研究・技術開発推進九州ブロック会議

１２日（火） 【研・育】新規採用者研修開講式

１３日（水） 【研・育】新規採用者研修閉講式

１６日（土） 【研】公開講演会（オンライン開催）

１９日（火） 【育】林野庁長官視察

２０日（水） 【整】事業運営会議

〃 【保】保険運営会議

２１日（木） 【研】研究倫理研修会

２６日（火） 【研・育】農林水産技術会議委員視察

２７日（水） 【研】林野庁長官視察

１１月１日（月） 林野庁庁議

〃 【共】創立記念式典

２日（火） ダイバーシティー推進セミナー

８日（月） 【研】森林産業コミュニティ・ネットワーク（FICoN）
第2回ウェブ検討会

９日（火） 【育】育種運営会議

理事長、各理事、森林保険センター所長、両監事

研究担当理事

育種事業・森林バイオ担当理事

理事長、企画・総務・森林保険担当理事、森林業務担当理事、
法令遵守担当理事、両監事

理事長、企画・総務・森林保険担当理事、法令遵守担当理事、
森林保険センター所長、両監事

理事長、企画・総務森林保険担当理事、研究担当理事

理事長、企画・総務森林保険担当理事、研究担当理事

理事長

理事長、各理事、森林保険センター所長、、両監事

理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事、育種
事業・森林バイオ担当理事

理事長、企画・総務・森林保険担当理事

理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事、
育種事業・森林バイオ担当理事、法令遵守担当理事

主要行事（令和３年１０月８日～令和３年１１月１１日）

※ 【研】：森林総合研究所、【育】：林木育種センター、【整】：森林整備センター、【保】：森林保険センター、【共】：共通の行事　 の略
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番号 研究者・担当者名 掲載誌名 論文公開時期 HP掲載日

1
ﾀｷ　ｾｲｼﾛｳ

瀧 誠志郎
（林業工学研究領域）

森林利用学会誌、36巻3
号、151-160

2021年7月 10月6日

2
ｱﾗｷ　ﾏｻﾀｹ

荒木 眞岳
（植物生態研究領域）

Forests、12、971 2021年7月 10月8日

3
ﾔﾏｸﾞﾁ　ｻﾄﾙ

山口 智
（林業工学研究領域）

Bamboo Journal、32巻、
33-42

2021年3月 10月8日

4
ﾓﾘ　ﾀﾞｲｷ

森 大喜
（九州支所）

Soil Biology and
Biochemistry、160: 108363

2021年9月 10月11日

5
ﾅｶﾑﾗ　ｶﾂﾉﾘ

中村 克典
（東北支所）

Journal of Forest
Research、26

2021年9月 10月11日

6

ｼﾓｶﾜ　ﾄﾓｺ

下川 知子
（森林資源化学研究領域）

紙パルプ技術協会誌、75
巻8号、757-773

2021年8月 10月18日

7
ﾊｼﾓﾄ　ｼｮｳｼﾞ

橋本 昌司
（立地環境研究領域）

Journal of Environmental
Radioactivity、238-239、
106721、1-10

2021年9月 10月18日

8
ｼﾐｽﾞ　　ﾀｶﾉﾘ

清水 貴範
（森林防災研究領域）

Hydrological Processes、
John Wiley ＆ Sons

2021年10月 10月18日

9
ｶﾂｷ　ﾄｼｵ

勝木俊雄
（九州支所）

The Jouranal of Japanese
Botany,96(5)

2021年10月20日 10月20日

10
ツネタカ　ハルカ

經隆 悠
（森林防災研究領域）

Earth Surface Processes
and Landforms

2021年9月13日
（オンライン公開） 10月28日

11
ウエノ　サネヨシ

上野　真義
（樹木分子遺伝研究領域）

　Tree Genetics & Genomes 2021年10月25日 10月29日

(シンポジウム・イベント）

番号 名称 担当 主催等 開催場所 開催日 HP掲載日

1

森林産業コミュニティ・ネットワーク
（FICoN）第2回ウェブ検討会 ～ウッド・
ショックに打ち克つ川中のシステム・イノベー
ションへの期待～

研究コーディネーター
森林総合研究所 FICoN

事務局
Microsoft Teamsによるウェ

ブ形式

2021年11月8日
（月曜日）14時00
分～17時00分

10月5日

2 IUFRO World Dayでイベントを開催します。 国際戦略科 森林総合研究所 Live eventとStatic event
9月29日（水曜日）
12時45分〜13時

2021/9/27
（FaceBookにも掲載）

3
「福島の森林・林業再生に向けたシンポジウム」
～福島の森と木の親子体験オンライン教室2021～
の開催

広報普及科 林野庁
南中野区民活動センターよ
りライブ配信

2021年11月13日
（土曜日）14時00
分～15時45分

2021/10/6
（FaceBookにも掲載）

4
「地域再生シンポジウム2021 in 飛騨」開催のご案
内

関西支所 
地域研究監　齊藤哲

森林総合研究所
飛騨市文化交流センター
スピリットガーデンホール

2021年11月16日
（火） 

10月8日

5
海岸林再生に向けた研究を森林総合研究所研究
報告の特集号に掲載

広報普及科 森林総合研究所 10月8日

　注）研究成果については、いずれも国立研究開発法人森林研究・整備機構中長期計画に定める重点課題等に対応するものである。

令和3年10月に森林総合研究所が広報普及した研究成果

AI搭載ドローンによる森林内での空撮飛行と林内構造の把握が可能に
なった

大規模な土壌乾燥実験からスギ成木の光合成機能への乾燥の影響を
明らかにした

モウソウチクは土に埋まると一気に朽ちる

土壌中の微生物に不足する養分を予測するための定説が覆された

津波の試練に耐えたクロマツは津波の後も生き残る

スギから作るセルロースナノファイバーの各種安全性を確認

木材の放射性セシウム濃度の予測幅は時間とともに増大する -6つの最
新モデルで事故後50年間を予測-

日本全国にわたる森林の降水量・水流出量データベースの成果を紹介

花の数が100以上あるｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗを発見－研究素材や花木としての利
用に期待－（プレスリリース）

土砂災害が発生する危険性の高い雨の降り方を判定する 
（プレスリリース）

東南アジア熱帯林の形成過程を解明 ～フタバガキ科樹種の遺伝的解
析で、今後の保全にも貢献～(外部主導プレスリリース）

広報タイトル
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